








〔結論〕 

 1.IgA 腎症において家族性の自己免疫異常が,血中の低温反応性抗核抗体出現によって

観察された。 

 2.この抗核抗体と患者の腎組織障害度との間には,なんらかの関連が存在する可能性が

示唆された。 

 3.この抗核抗体と特異的に反応する抗原は既知のものとは異なる新しい酸性核抗原であ

ることが示された。 

 4.以上の成績は文献によって,昨年末臨床免疫学の国際誌である Clinical and 

Experimental lmmunology に発表された。 


